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中学校に入学するためには、１０万円では足りない！？

上衣 19656トレーニングウエア（上） 4465

スカート 15444トレーニングウエア（下） 4465

セーター 5724半袖Tシャツ 1950

ネクタイ、リボン 1836ハーフパンツ 3340

夏ベスト 5832体育館シューズ 3100

夏スカート 14796上履き 1200

半袖ポロシャツ×２ 9504

標準服合計額 72792体操服・靴合計額 18520

合計 91,312

町田市のN中学校の標準服と体操服の平均価格

→N中学校では、教材費が15,173円。
標準服、体操服、教材費をすべてあわせると…。

合計106,485円
就学援助費の入学準備金は60,000円。
他にも、校則に合わせた肌着や靴下、カバン、
コートなどを購入すると考えると、5万円以上オー
バーすると考えられる。

※就学援助費・・・経済的にお困りでお子さんを小・中学
校に就学させることが困難な家庭の保護者に対して学
校でかかる費用の一部を援助するもの。
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2018年に「町田市立中学校における標準服の取引実態に
関する調査」を実施
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2017年11月に公正取引委員会が公表した

「公立中学校における制服の取引実績に
関する調査報告書」を受け、町田市立中学
校における制服（標準服）取引の実態を把
握するために調査を実施。
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調査では、一部気になる結果が…。

・標準服の仕様の開示について。開示していないと回答した学校があった。
・仕様変更するまでメーカーの見直しはしていないと全校が回答している。
・ 在校生徒の意見を聞いていない、あるいは聞く予定がないと回答した学校があった。

その後どうなっているか
再調査が必要ではないか。
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市内で標準服の仕様の共通化を行う事で大幅な減額の可能性

公正取引委員会の調査報告書によると、共通化を行っている自治体の制服は、
女子のブレザーでは、8,523円安く、男子のブレザーでは、8,802円安いことが
報告されている。
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・トレーニングウェアの上下、半袖Tシャツ、ハーフパンツ、上履き、体育館シューズなどを合わせると標準服とは別に１５
０００円から２００００円の出費となっている。これらについても、市内で統一のもので揃える等、価格を抑えるために工夫が
できないか。

・各学校指定のモデルと、市の標準モデルを用意し、保護者や生徒が選べるようにしている自治体もある。市の標準モ
デルで、女子のスラックスやキュロットを用意するなど選択肢も豊富に用意している自治体もある。
多くの生徒に着用しやすいユニバーサルデザインの導入と言う観点でも、市内統一の標準服を導入する事は、標準服の
価格を抑える事と同様に大きなメリットと考える。

価格を抑えるための工夫と、ユニバーサルデザインの視点

上記のような対応をする可能性も視野に入れた内容で
再調査を実施すべきと考えるがどうか。
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